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2024年度年間標語「キリストに結ばれて、共に歩むわたしたち」コロサイ 2:6-7 

『愚かなふるまいに戻らないように』   吉田真司 

「今が平穏でも、明日が同じだとは限らない」・・・これは先週12日にロシアの

プーチン大統領が国境防衛のために語った言葉です。「平穏」を脅かしているのは

一体誰なのでしょうか。 

79回目の終戦記念日の聖書日課は次の一節でした。「わたしは神が宣言なさるの

を聞きます。主は平和を宣言されます。御自分の民に、主の慈しみに生きる人々

に、彼らが愚かなふるまいに戻らないように」（詩編 85:9）。この詩編 85編は礼拝

の中で会衆によって唱えられたものと言われます。礼拝の民は、まず過去の罪を想

起し、にもかかわらずその咎を覆い、許してくださった主なる神に賛美をささげま

す（2-4節）。それに続くのは切々たる苦難の中からの願いです（5-8節）。過去を想

起し、そしてその救いの恵みが、今現在にも与えられるはず、との信仰がここにあ

ります。その信仰をもって「再びわたしたちに命を得させ・・・私たちをお救いく

ださい」（85:7-8）と祈るのです。そして続くのが冒頭の 9節です。その後段の「彼

らが愚かなふるまいに戻らないように」との言葉が心に響きます。そしてある言葉

が重なって感じられます。それは「過ちは繰返しませぬから」（広島平和公園・原

爆慰霊碑の言葉）です。広島大学平和センターの川野徳幸センター長は、核兵器が

使われる危険性が消えない今だからこそ、碑文の意味を考える姿勢が重要だと話し

ています。この「過ちは繰返しませぬ」の主語は誰なのか、その議論は長年繰り返

されてきましたが、碑文を考案した作者は、主語を「私たち」と捉えていた、と聞

きます。その英訳はこうです。For we shall not repeat the evil. 

Weとは誰のことを指しているのか、川野センター長はこう述べています。「『私

たちは過ちを犯した』とすればどのような過ちを犯したのか。これらを問い続ける

ことが、後世を生きる我々の宿題だと考えるのが健全だと思う。もしかしたら、過

ちをもう1度繰り返すかもしれないから、そうしたことのない社会や世界を築いて

いこうというところまで思いが至れば、碑文があり続ける意味はさらに大きくなる

のではないか」と。 

教会の定例集会 
  主日礼拝      日曜日   午前 ９：００～１０：００（相模原礼拝） 

午前１０：４０〜１２：００（会堂礼拝） 
  教会学校      日曜日   午前 ９：３０〜１０：２０ 
   （嬰児、幼児、小学生、中高生、青年、成人、英語、聖書入門の各クラス） 
  祈り会       水曜日   午後 ７：３０〜９：００ 
  金曜集会      金曜日   午前１０：３０〜１２：００ 
  家庭集会（相模原） 第二火曜日 午前１０：００〜１２：００（竹村家） 

（すずかけ台） 第三木曜日 午後 １：３０〜３：００（長谷川家） 
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